
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０２

若手研究(B)

2013～2011

オーセンティック・アセスメントに基づく社会系教科の目標準拠評価モデルの開発と普及

Development and spread of criterion-referenced evaluation model based on authentic a
ssessment theory in social-studies

１０４０４２２９研究者番号：

藤本　将人（FUJIMOTO, Masato）

北海道教育大学・教育学部・准教授

研究期間：

２３７３０８１５

平成 年 月 日現在２６   ５ ２８

円     3,300,000 、（間接経費） 円       990,000

研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は，「オーセンティック・アセスメント」と呼ばれる評価理論を社会科（市
民性育成教育）に対応させ，我が国における目標準拠評価の実践を円滑に進めるための技法を開発し，さらにそれらを
普及させるためのモデルを示すことにある。
　開発した技法と普及モデルに基づいて，北海道教育大学附属釧路小学校，附属釧路中学校，北海道内における公立小
学校，中学校にて社会科授業を開発し，実践を行った。

研究成果の概要（英文）：   The aim of this study is applying authentic assessment theory to social-studies
 education. We developed assessment techniques and spreading model to Japan.
   Based on techniques and model, we practiced social-studies education at Kushiro Elementary School attac
hed to Hokkaido University of Education,Kushiro Junior High School attached to Hokkaido University of Educ
ation, public Elementary School and Junior High School.
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１．研究開始当初の背景 

日本の社会科教育における評価実践を取

り巻く状況は，以下の通りであった。 

(1)2001 年 4 月，戦後直後から採用された

「相対評価」を否定して，「目標に準拠した

評価（いわゆる絶対評価）」を全面的に採用

するように，公的文書により，評価に関する

方針転換が通知された。 

(2)この公的文書による方針の転換は，教育

現場の評価実践に甚大な影響を及ぼしてい

るが，現場教員から具体的授業に対応させた

評価の方法が確立できていないという実践

する上での根本的な課題が提出されている。 

(3)特に，評価情報を分析する方法，また分

析結果を授業・学習者にフィードバックする

方法が理論的に提供されていないという意

見が教育関係諸学会で提出されている。 

教育現場から寄せられた実践上の課題を
解決するためには，授業構成と評価方法を一
体化して考察し，授業における学習者の認識
結果を確定・査定する評価理論の提供が必要
であり，さらにそれらを普及させるモデルを
確定することが求められる。これまでわが国
の社会科教育関係諸学会においても，その必
要性が強く唱えられてきたものの，体系的か
つ具体的な提案を施した主張は皆無であっ
た。本研究では，評価実践に対する体系的か
つ具体的な提案を行おうとした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，「オーセンティック・ア

セスメント」と呼ばれる評価理論を社会科

（市民性育成教育）に対応させ，我が国にお

ける目標準拠評価の実践を円滑に進めるた

めの技法を開発し，さらにそれらを普及させ

るためのモデルを示すこととした。 

 開発した技法と普及モデルは，北海道教育

大学附属釧路小学校，附属釧路中学校，北海

道内における公立小学校，中学校，高等学校

にて検証し，その有効性を証明するところま

でを研究の射程とした。 

 

３．研究の方法 

以下の 9つの問いのもとに研究を実施した。 

(1) 現在の社会科が育成を目指す人物像

とはどのようなものか（目標構造の抽

出） 

(2) 目標を達成するために，どのような授

業を組むか。（構成主義に基づく授業

構成理論の抽出） 

(3) 授業では，学習成果の評価の仕組みを

どのように組み込むか。（評価手法の

分析） 

(4) 評価の結果得られた情報を，具体的に

どのように分析するか。また分析ツー

ルをどのように開発するか。（情報の

分析手法の検討） 

(5) 評価情報を授業や学習者の学びにど

のようにフィードバックするか。（情

報の利用方法の検討） 

（6） 開発した評価技法（情報の分析手法と

利用方法）をどのように普及させてい

くか。（普及のモデルの抽出） 

（7） 開発した普及モデルは，日本の小学校，

中学校において，どの程度有効的に機

能するのか。（普及モデルの検証） 

(8) (1)→(2) →(3) →(4) →(5) →(6) →

(7)という研究手続きをとることで，目

標準拠評価の原理と評価技法の開発，

及び我が国における普及の手立てを

明らかにしようとした。 

 (9) 抽出した評価技法と普及モデルの有
効性を，北海道教育大学附属釧路小学
校，附属釧路中学校，北海道内におけ
る公立小学校，中学校にて検証した。 

 
４．研究成果 
 本研究の成果は，以下の通りである。 
 (1) 目標準拠評価の設計法について明ら

かにしたこと。（雑誌論文①②⑤⑥） 
(2) 具体的カリキュラムを明らかにした
こと（雑誌論文④⑧） 

(3) 実践可能な具体的な評価法について
考察したこと（雑誌論文⑦） 

(4) 評価のモデルを普及したこと（学会発
表①②③④⑤⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯
⑰） 

(5) 成果を授業実践として発表したこと
（学会発表③④⑤⑦⑧⑨⑮⑯⑳㉑） 
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